
付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２９年度 計

円 円 円 円 円 円

6,893,699 6,893,699

交付金額 6,893,000 6,893,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

・補助事業の成果及び評価については、通信状況テストや消防団への聞取
り調査を行った結果、火災現場等において消防団員間の迅速かつ正確な伝
達・連絡が十分に期待でき、導入目的を十分に満たすものであると評価でき
る。

・周知については、無線機本体に「平成29年度特定防衛施設周辺整備調整
交付金事業」と表示し、市ホームページ、広報誌への掲載を行う。

　無

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

鹿屋飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：デジタル簡易無線
機）整備事業

　鹿屋市長

　鹿屋市消防団（本部、全47分団、事務局）

　事業実施地区を管轄する消防団は火災現場等において、現在使用してい
る無線機が、団員間の迅速・正確な伝達や連絡を行ううえで十分ではなく、
消防活動に支障を来している状況であるが、当該事業でデジタル簡易無線
機を配備することで、鹿屋飛行場及びその周辺の消防活動に対処する消防
力を整備拡充することにより、周辺住民の安全の確保と火災等の被害軽減を
図る。

　今後も消防団の安全装備基準に基づき計画的に配備を行う予定である。

デジタル簡易無線機１５９台

　平成２９年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２９年度 計

円 円 円 円 円 円

29,052,000 29,052,000

交付金額 27,142,000 27,142,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

鹿屋飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：消防ポンプ自動車
等）整備事業

　鹿屋市長

　鹿屋市東原町6040番地26、鹿屋市川東町8011番値6

　事業実施地区における消防自動車は経年劣化による性能低下が著しく、
消防活動に支障を来す恐れがあるが、当該事業で消防自動車を更新するこ
とで、鹿屋飛行場及びその周辺の消防活動に対処する消防力を整備拡充
することにより、周辺住民の安全の確保と火災等の被害軽減を図る。

　20年を経過した車両について、計画的に更新を行う予定であり、今後も現
在の台数維持を目標とする。

消防ポンプ自動車(CD-Ⅰ型)1台、小型動力ポンプ付消防自動車1台

　平成２９年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

・補助事業の成果及び評価については、該当分団に聞き取り調査を実施
し、一定の評価を得ている。

・周知については、車体に「平成29年度特定防衛施設周辺整備調整交付金
事業」と表示し、市ホームページ、広報誌への掲載を行った。また、地域住
民も参加する消防自動車の入魂式(安全祈願祭)を実施する予定。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成
２７
年度

平成
２８
年度

平成
２９
年度

計

円 円 円 円 円 円

38,038,000 41,021,000 16,929,000 95,988,000

交付金額 37,000,000 41,000,000 16,750,000 94,750,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　整備後１年間、降雨時に本排水路周辺を巡回したところ、幹線周辺への越水
及び冠水は見られず、改修により冠水被害等をなくすことができた。また、本
事業の完了により上流域の排水施設の改修計画に着手することができ、今後年
次的に工事を進めていく予定である。
　工事看板及び市ＨＰに特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で実施された旨
を記載し、地域住民へ周知を図った。

なし

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

鹿屋飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：松ヶ迫第１雨水幹線）整
備事業

　鹿屋市長

鹿屋市西原３丁目

　本排水路は、松ヶ迫第１雨水幹線系統の流末となっているが、幹線周
辺及び上流域において道路冠水被害が頻発している。また、流域内では
宅地化が進んでおり、今後被害の拡大が懸念される。
　当該事業で排水路の整備を行うことにより、道路冠水被害の軽減及び
生活環境の改善を図る。

排水路工　L=327.4m

　平成27年度～平成29年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

23～26年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 計

円 円 円 円 円 円

143,724,000 42,479,000 45,261,000 45,955,000 277,419,000

市町村費等 10,410,202 756 △ 979 1,216 10,411,195

運用益 175,798 83,244 93,979 98,784 451,805

計 154,310,000 42,563,000 45,354,000 46,055,000 288,282,000

90,000,000 30,000,000 30,000,000 50,000,000 200,000,000

64,310,000 76,873,000 92,227,000 88,282,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

基金処分額

基金残額

事業費及び交付金額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

鹿屋飛行場関連特定事業
（福祉に関する事業：鹿屋市子育て支援基金事業）

鹿屋市長

鹿屋市全域

  鹿屋市は、子育て支援事業として、認可保育所の保育所運営費に係る保育料
のうち、国が定める保育料徴収基準額の一部を助成する制度を創設した。

  このため、鹿屋市子育て支援基金を設置し、保護者への助成金へ充て、子育
て世帯の負担軽減を図り、子育て支援に寄与することを目標とする。

保育料の一部助成

平成２４年度から平成３３年度まで

基
金
造
成
額

交付金額

　平成29年度の保育所入所児童に対し24,693件（延べ件数）と例年並みの助成
件数の子育て世帯の負担軽減を図ることができた。
また、アンケート調査を実施したところ、子育て支援基金が役立っているとの回
答が約７割、子育て支援基金が必要であるとの回答が約９割得られ、子育て世
帯の負担軽減に資することができている。

　周知については、鹿屋市ホームページ、子育て情報（子育て支援課）のペー
ジ及び保護者へ配布する事業説明資料にて、保育料助成の一部を防衛省の特
定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されていることを周知している。

無


